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胸部拍水音により心膜炎を疑診した化膿性気管支肺炎の１症例
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要 約

７歳齢のホルスタイン種乳牛が食欲不振、呼吸速迫、肘頭外転、下顎及び浅頚体表リンパ節腫大、頚静脈の

怒張拍動を呈した。左側胸壁の聴診により拍水音が確認され、また血液検査では慢性炎症像がみられたため心

膜炎を疑った。病理解剖により胸膜炎及び膿瘍形成を伴う重度の化膿性気管支肺炎と診断された。膿瘍は赤桃

色膿汁と血餅を容れる壊疽性嚢胞であった。胸部拍水音は肺に形成された膿瘍に由来したことが考えられた。
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は じ め に

胸部において聴取される拍水音または振水音は、一般

的に心嚢または胸腔内の液体貯留時に認められる所見の

ひとつである［１、２］。今回、胸部聴診で拍水音が認められ

たホルスタイン種乳牛で、うっ血症状、心臓超音波検査

所見及び慢性炎症像から、生前に心膜炎の存在を疑った

ものの、病理解剖により肺膿瘍を伴う化膿性気管支肺炎

と診断された症例に遭遇したためその概要を報告する。

症 例

症例はホルスタイン種乳牛、雌７歳齢で、分娩後４ヵ

月であり、食欲不振との稟告により診察依頼があった。

初診時（第１病日）、体温３８．６℃、心拍数９２回／分で、左

側胸壁の聴診により拍水音が確認された。右胸壁には大

型の腫瘤が認められた。心膜炎を疑い、抗菌薬、解熱鎮

痛剤および補液により治療を実施した。第２病日以降も

継続して治療を行ったが、症状に改善が見られなかった。

このため、病畜は第７病日に病性鑑定のため帯広畜産大

学に搬入された。

搬入時、症例は著しく削痩しており、呼吸速迫（呼吸

数８０回／分）、肺音粗励、肘頭外転、下顎及び浅頚体表リ

ンパ節腫大、頚静脈の怒張と拍動、及び可視粘膜蒼白が

認められた（図１）。右肋部体表には波動感を有する４０

x５０x１５cm大の腫瘤形成を認め（図１および図２）、

穿刺により血餅を混じた暗赤色血様液が採取され、鏡検

により細菌および変性好中球がみられた（図２）。また、

聴診では頻脈（心拍数１１２／回）及び心音強勢であり、左
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図１ 症例は著しく削痩しており、呼吸速迫、肘頭外転、
下顎及び浅頚体表リンパ節腫大、頚静脈の怒張と
拍動が認められた（第７病日）。また、右胸壁に
は波動感を有する大型腫瘤がみられた（点線）。
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側胸壁の心基底部を中心に拍水音を聴取した。心電心音

図検査では各波の高値（P：０．３５mV、R：０．５mV、S：

－０．４mV）が記録された。左側胸壁からの心臓超音波

検査では、胸壁と心外膜の間に高エコー像の構造物を認

めた（図３）。

血液及び血液生化学検査では、貧血、総タンパク質濃

度の上昇、アルブミン濃度の低下、ガンマグロブリン濃

度上昇、及び A／G比の著減が認められた（表１および

２）。

表１ 血液検査所見（第７病日）

RBC ５．５７×１０６／µl

Hb ８．１g／dl

Ht ２１．０％

WBC ５，９００／µl

Stab ５９／µl（１％）

Seg ３，０６８／µl（５２％）

Lym ２，５３７／µl（４３％）

Mon ２３６／µl（４％）

Platelet ４２．１×１０４／µl

表２ 血液生化学検査所見（第６病日）

BUN ７．７mg／dl 総タンパク質 １０．１g／dl

クレアチニン ０．６mg／dl アルブミン １．７g／d（１７．１％）

AST ９３U／l α‐グロブリン １．４g／dl（１３．９％）

ALP １０８U／l β‐グロブリン ０．７g／dl（７．１％）

γ-GTP ２３U／l γ‐グロブリン ６．３g／dl（６１．９％）

LDH ４５４U／l A／G ０．２０

Na １３６mEq／l 遊離脂肪酸 ０．９４mEq／l

K ４．６mEq／l 総コレステロール １２４mg／dl

Cl ９４mEq／l

図２ 右胸壁の大型腫瘤（A）を穿刺すると、血餅を混じた暗赤色血様液が
採取され、鏡検により細菌（矢頭）及び変性好中球が観察された。

図３ 心臓超音波検査では、胸壁と心外膜の間に高エ
コー像の構造物を認めた（矢印）。
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病理解剖所見および病原学的検査所見

第９病日に行われた病理解剖では、左右肺葉は胸壁、

心膜及び横隔膜と様々な程度で癒着していた（図４）。

左肺前葉後部は暗緑色を呈し、内部には赤桃色膿汁と血

餅を容れる壊疽性嚢胞の形成を認めた（図５）。また、

左肺前葉前・後部及び右肺前葉前部は全体に赤色を呈し、

重量及び硬結感を増しており、割面では乳白色～黄色ク

リーム様物を容れる微小な膿瘍が散在性にみられた。心

臓では心膜と肺の高度の癒着がみられ、心嚢内にはフィ

ブリンを混じた心嚢水が少量みられた。右肋部では皮筋

下～外肋間筋間に約４０×５０×１５cm大の血腫がみられた。

膿瘍材料を細菌培養したところ、肺膿瘍からは Pas-

teurella multocida 及び Bacteroides sp.、また肋部膿瘍

からは Trueperella（Arcanobacterium）pyogenes、Es-

cherichia coli 及び Bacteroides sp.が分離された。

考 察

本症例は、頸静脈の怒張と拍動、肘頭外転などの臨床

症状に加え、胸部における拍水音聴取、心臓超音波検査

所見で観察された心膜外側の高エコー組織の存在所見、

および慢性炎症所見から心膜炎を疑ったものの［１－６］、

病理解剖では心膜炎は認められず、胸膜炎および膿瘍形

成を伴う重度の化膿性気管支肺炎と診断されたものであ

る。

一般に化膿性肺炎では呼気に膿臭が混じることがあり、

診断上の重要な所見となる［７、８］。しかし、本症では、生

前に呼吸速迫、肺音粗励といった呼吸器症状はみられた

ものの、膿臭は確認されなかった。これは、肺に形成さ

れた膿瘍自体が高度に被嚢化していたために、膿臭が呼

気に漏れ出なかったものと思われた。

聴取された胸部拍水音は、肺に形成された膿瘍内の液

体に由来したことが考えられた。また、心臓超音波検査

で認められた胸壁と心外膜の間の高エコー構造物は、心

膜に癒着して無気肺となった肺の一部であったと思われ

た［７、８］。今回の症例でみられた超音波検査所見を、典型

的な心膜炎の所見に比べた場合、液体貯留が少ない点が

特徴と思われた［５、６］。さらに、心膜炎を疑わせた臨床症

状として、頚静脈の怒張拍動は、重度の肺炎に継発する

肺高血圧に由来したことが考えられたが、病理解剖では

右心の肥厚や拡張はみられず、肺性心を証明するには至

らなかった。肘の外転姿勢についても理由は不明であっ

たが、重度の胸膜炎による胸部疼痛が外転姿勢の発現と

関係したことが考えられる。

本症例の肺病変からは Pasteurella multocida 及び

Bacteroides sp.が分離されており、これらが肺炎の原因

になったことが考えられる。しかし、とくに左肺が重篤

であったことを考慮すると、誤嚥性肺炎が生じていた可

能性も否定できないと思われた。

本症例では肺以外に右肋部皮下にも大型の膿瘍認めら

れた。右肋部皮下膿瘍の原因として、重度の化膿性肺炎

から血行性・敗血症性に細菌が播種した可能性も考えら

れたが、血行性播種が生じやすい腎臓や脾臓等の実質臓

器に梗塞はみられず、右肋部皮下膿瘍と化膿性肺炎の関

連は確定できなかった。右肋部膿瘍については、転倒な

どの外傷に起因する可能性も考えられた。
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